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【
特
別
発
言
・
女
性
部
】

長
野
・
西
村
美
愛
さ
ん

今
回
の
大
量
脱
退
で
は
じ

め
て
組
合
に
つ
い
て
自
分
で

学
ん
で
考
え
ま
し
た
。

国
労
に
決
め
た
理
由
は
、

全
国
単
一
組
織
で
組
織
と
し

て
の
母
体
と
活
動
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
。
尊
敬
で

き
る
先
輩
た
ち
が
沢
山
い
る

こ
と
で
す
。

退
職
を
迎
え
る
先
輩
方
も

で
き
る
こ
と
は
ま
だ
沢
山
あ

り
ま
す
。
退
職
す
る
前
に
ひ

と
り
が
ひ
と
り
を
加
入
さ
せ

ま
し
ょ
う
！

経
験
豊
富
で
信
念
を
持
っ

た
先
輩
方
と
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
青
年
・
女
性
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
「
今
」
な
ら
沢

山
の
こ
と
が
絶
対
で
き
る
は

ず
で
す
。

仲
間
同
士
の
団
結
を
大
事

に
し
、
運
動
を
続
け
て
き
た

伝
統
と
歴
史
が
あ
る
国
労
を

こ
の
先
も
繋
げ
て
い
く
た
め
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
を
全
力

で
行
い
、
先
輩
方
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

高
崎
・
原
田
委
員

●
「
変
革
２
０
２
７
」
等
の

安
全
軽
視
・
利
潤
優
先
の
施

策
に
対
す
る
安
全
問
題
は
最

重
要
課
題
。
労
働
組
合
と
し

て
合
理
化
反
対
・
委
託
化
反

対
の
大
衆
行
動
を
。

●
新
幹
線
総
括
本
部
の
発
足

に
関
す
る
問
題
で
、
簡
易
苦

情
処
理
の
窓
口
等
、
取
扱
い

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

●
上
越
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
化
で
影

響
を
受
け
る
高
崎
操
車
場
へ

教
育
や
説
明
が
な
い
こ
と
へ

の
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

長
野
・
長
田
委
員

●
職
場
で
は
要
員
不
足
で
安

全
・
安
定
輸
送
を
侵
す
労
働

強
化
が
深
刻
で
あ
る
。

●
未
加
入
者
や
他
労
組
を
巻

き
込
ん
で
要
求
作
成
に
繋
げ

て
い
る
分
会
が
あ
る
。
原
点

で
あ
る
分
会
運
動
の
活
性
化

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

●
特
殊
健
康
診
断
受
診
者
の

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
管
理
手
帳

の
取
得
や
、
人
間
ド
ッ
ク
で

ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
を
入
れ
る

よ
う
要
求
し
て
ほ
し
い
。

仙
台
・
武
田
委
員

●
19
春
闘
で
、
地
本
は
「
一

人
一
要
求
」
の
集
約
を
行
っ

て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

景
と
し
た
闘
い
の
決
断
を
。

●
合
理
化
施
策
に
断
固
反
対

の
立
場
で
交
渉
準
備
を
進
め

て
い
る
。
東
日
本
本
部
と
し

て
「
変
革
２
０
２
７
」
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

「
変
革
２
０
２
７
」
に
つ
い

て
の
討
議
資
料
を
求
め
る
。

●
社
員
代
表
者
選
挙
の
不
正

行
為
や
投
票
に
よ
る
不
利
益

を
防
ぐ
た
め
会
社
の
指
導
を

取
り
付
け
る
よ
う
要
請
す
る
。

新
橋
・
高
瀬
委
員

●
全
て
の
系
統
で
合
理
化
が

進
ん
で
い
る
。
「
変
革
２
０

２
７
」
の
本
質
を
知
ら
せ
る

学
習
会
や
パ
ン
フ
の
作
成
を

求
め
る
。

●
19
春
闘
で
は
、
客
貨
一
体

の
全
国
統
一
闘
争
・
統
一
要

求
で
、
ス
ト
を
背
景
と
し
た

闘
い
の
組
織
化
を
求
め
る
。

神
奈
川
・
佐
藤
委
員

●
昨
年
12
月
に
新
鶴
見
機
関

区
で
加
入
し
た
仲
間
は
「
世

話
役
活
動
」
と
「
国
労
の
姿
」

①
「
安
全
・
安
定
」
輸
送
確
立
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
に
向
け
て

７
月
に
グ
ル
ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
「
変
革
２
０
２
７
」
策
定
、

そ
の
実
現
・
実
行
に
向
け
た
動

き
が
早
ま
っ
て
い
る
。
組
合
員
・

社
員
の
不
安
の
払
拭
、
情
報
開

示
に
向
け
、
当
該
地
方
本
部
と

連
携
し
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
、

19
年
度
末
ま
で
の
運
転
再
開
を

目
指
す
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
復
旧
工
事

の
放
射
線
領
域
で
働
く
組
合
員
・

社
員
の
不
安
の
払
拭
、
情
報
開

示
に
向
け
、
当
該
地
本
と
連
携

し
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
こ
そ
が
「
安
全
・
安
定
」

輸
送
を
支
え
る
と
い
う
立
場
で
、

仕
事
・
安
全
総
点
検
運
動
を
強

め
、
施
策
の
検
証
か
ら
団
体
交

渉
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

②
19
春
闘
に
つ
い
て

19
春
闘
方
針
に
つ
い
て
は
、

第
１
９
８
回
拡
大
中
央
委
員
会

に
お
い
て
、
基
準
内
賃
金
の
４

パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
１
２
，
０

０
０
円
を
基
本
と
す
る
ベ
ア
統

一
要
求
か
ら
な
る
「
統
一
重
点

要
求
９
項
目
」
が
確
立
さ
れ
た
。

春
闘
再
構
築
に
向
け
た
各
職

場
か
ら
の
組
合
未
加
入
者
を
は

じ
め
と
し
た
創
意
工
夫
し
た
取

り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。
「
仕

事
・
安
全
総
点
検
」
や
「
一
職

場
一
行
動
」
等
、
各
地
方
・
職

場
か
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
本

社
交
渉
を
押
し
上
げ
、
労
働
条

件
改
善
、
組
織
拡
大
に
全
力
を

挙
げ
た
い
。
尚
、
戦
術
に
つ
い

て
は
戦
術
委
員
会
で
議
論
す
る
。

③
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
各
支
社
に
よ
る
温
度
差
は
あ

り
な
が
ら
も
、
現
場
管
理
者
に

よ
る
社
友
会
へ
の
慫
慂
や
会
社

幹
部
と
の
意
見
交
換
、
組
合
要

求
を
先
取
り
し
た
環
境
改
善
、

施
策
提
案
と
同
時
に
社
員
説
明
、

な
ど
労
働
組
合

に
頼
ら
な
く
と

も
済
む
、
社
友

会
に
よ
る
労
働

者
の
囲
い
込
み

も
作
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

昨
年
の
社
員

代
表
者
選
挙
で

は
、
多
く
の
職

場
で
組
合
員
以

上
の
票
を
獲
得

し
た
。
こ
の
こ

と
は
国
労
組
合

員
へ
の
期
待
の

表
れ
で
あ
り
、

こ
の
間
の
運
動
・

取
り
組
み
に
対

を
通
じ
、
信
頼
関
係
を
築
き

あ
げ
た
上
の
加
入
だ
っ
た
。

隅
田
川
機
関
区
・
黒
磯
機
関

区
も
連
続
拡
大
が
あ
っ
た
。

東
京
貨
物
協
議
会
と
連
携
し
、

組
織
拡
大
を
強
め
て
い
く
。

●
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
お

け
る
出
向
先
労
働
条
件
の
改

善
の
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

す
る
評
価
と
い
え
る
。
も
う
一

人
の
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ

る
た
め
に
奮
闘
す
る
。

④
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
、

政
治
闘
争
の
強
化
に
つ
い
て

こ
の
間
の
安
倍
政
権
の
暴
走
は

「
戦
争
す
る
国
・
軍
事
大
国
化
」

へ
と
突
き
進
ん
で
き
た
。
今
年

は
政
治
決
戦
の
年
で
あ
る
。
統

一
地
方
選
挙
に
お
け
る
国
労
議

員
団
の
当
選
は
も
と
よ
り
、
参

議
院
選
挙
は
立
憲
野
党
の
躍
進

か
ら
安
倍
政
権
を
一
日
も
早
く

退
陣
に
追
い
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
東
日
本
本
部
も
そ
う

し
た
立
場
で
、
全
力
を
挙
げ
る
。

私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
９

地
本
の
団
結
に
よ
り
運
動
の
前

進
を
図
っ
て
い
く
事
を
お
願
い

し
、
第
36
回
拡
大
委
員
会
の
集

約
と
す
る
。

書
記
長
集
約

９
地
本
の
団
結
に
よ
り

運
動
の
前
進
を
図
ろ
う

●
会
社
施
策
を
労
働
組
合
よ

り
先
に
社
員
へ
周
知
し
て
い

る
問
題
で
は
、
そ
の
都
度
会

社
側
に
是
正
を
求
め
て
き
た
。

周
知
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

●
交
渉
で
施
策
撤
回
は
厳
し

い
が
、
ル
ー
ル
の
確
認
や
新

た
な
ル
ー
ル
の
確
立
、
施
策

実
施
後
の
検
証
と
問
題
提
起

は
重
要
で
あ
る
。
引
き
続
き

交
渉
強
化
を
し
て
い
き
た
い
。

●
ど
う
組
合
側
か
ら
情
報
を

伝
え
て
い
く
か
は
今
後
の
課

題
。
こ
の
間
呼
び
か
け
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
活
用
を
提
起
し
て
き

た
。
チ
ラ
シ
等
は
Ｈ
Ｐ
で
適

宜
更
新
す
る
の
で
活
用
を
。

●
配
属
さ
れ
た
未
加
入
者
を

加
入
に
結
び
つ
け
る
に
は
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
職
場
に
か
か
っ

て
い
る
。
全
体
で
取
り
組
め

る
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

●
新
幹
線
総
括
本
部
発
足
前

の
苦
情
処
理
に
つ
い
て
は
現

在
の
支
社
で
の
取
扱
い
と
な

る
。
新
幹
線
業
務
の
変
革
は

決
定
し
て
い
な
い
点
も
多
い
。

決
ま
り
次
第
知
ら
せ
て
い
く
。

●
高
崎
操
車
場
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
貨
物
協
議
会
が
支

社
と
交
渉
中
で
あ
り
、
今
後

報
告
を
し
て
い
き
た
い
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
を
人
間

ド
ッ
ク
に
入
れ
る
要
望
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
扱
い

で
会
社
に
求
め
る
の
か
検
討

を
さ
せ
て
頂
く
。

●
「
変
革
２
０
２
７
」
は
グ

ル
ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
10
年

単
位
の
大
き
な
施
策
で
あ
り

資
料
の
作
成
の
仕
方
に
つ
い

て
は
検
討
を
さ
せ
て
頂
く
。

執
行
部
答
弁


